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ス
テ
ム
改
良
費
と
、
銀
座
商

栄
会
が
実
施
す
る
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
対
す
る
補
助
金
。

徴
税
費
１
２
３
万
３
千
円
は
、

平
成
30
年
度
税
制
改
正
対
応

の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
良
費
。

社
会
福
祉
費
１
億
１
７
３
６

万
４
千
円
は
制
度
改
正
等
に

伴
う
障
害
福
祉
シ
ス
テ
ム
改

良
費
、
平
成
28
年
度
の
精
算

に
よ
る
自
立
支
援
医
療
費
等

の
国
庫
負
担
金
及
び
都
負
担

金
の
返
還
金
並
び
に
各
種
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
件
数
の
増
加

等
に
よ
る
介
護
給
付
費
、
訓

練
等
給
付
費
、
相
談
支
援
給

付
費
及
び
障
害
児
通
所
支
援

費
。
児
童
福
祉
費
８
８
０
万

７
千
円
は
福
生
杉
ノ
子
保
育

園
建
設
費
補
助
金
。
清
掃
費

２
６
７
８
万
２
千
円
の
減
額

は
、
西
多
摩
衛
生
組
合
の
平

成
29
年
度
負
担
金
。
商
工
費

６
３
５
万
７
千
円
は
資
金
貸

し
付
け
の
申
し
込
み
数
等
が

増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
中
小

企
業
振
興
資
金
利
子
補
給
金

及
び
信
用
保
証
協
会
保
証
料
。

都
市
計
画
費
２
６
５
３
万
５

千
円
の
減
額
は
特
定
緊
急
輸

送
道
路
沿
道
建
築
物
耐
震
改

修
助
成
金
。
消
防
費
２
６
１

万
８
千
円
の
減
額
は
、
消
防

事
務
都
委
託
費
負
担
金
。
予

備
費
は
財
源
調
整
。

　

債
務
負
担
行
為
補
正
は
追

加
１
件
、
変
更
１
件
。

　

追
加
は
市
営
プ
ー
ル
指
定

管
理
委
託
で
、
限
度
額
は
１

億
２
２
７
４
万
５
千
円
。

　

変
更
は
ふ
っ
さ
っ
子
グ
ロ

ー
バ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
実
施
委

託
で
、
限
度
額
は
５
３
３
万

２
千
円
。

▽
福
生
市
印
鑑
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

　

民
間
事
業
者
が
設
置
す
る

多
機
能
端
末
機
に
よ
る
印
鑑

登
録
証
明
書
の
交
付
の
開
始

に
伴
い
、
必
要
な
規
定
を
整

備
す
る
も
の
。

▽
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

　

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例    

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
軽
自
動
車
税
の
環
境

性
能
割
及
び
種
別
割
に
関
す

る
規
定
、
法
人
市
民
税
の
法

人
税
割
の
税
率
及
び
課
税
の

特
例
に
関
す
る
規
定
、
市
民

緑
地
の
用
に
供
す
る
土
地
に

対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税

の
課
税
標
準
の
特
例
に
関
す

る
規
定
等
を
整
備
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
都
市
計
画
税
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
市
民
緑
地
の
用
に
供

す
る
土
地
に
対
し
て
課
す
る

都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
の

特
例
に
関
す
る
規
定
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
平
成
30
年

度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の

各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の

税
率
の
特
例
を
定
め
る
も
の
。

▽
福
生
市
手
数
料
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

　

民
間
事
業
者
が
設
置
す
る

多
機
能
端
末
機
に
よ
る
証
明

書
等
の
交
付
の
開
始
に
伴
い
、

手
数
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と

に
関
す
る
規
定
の
除
外
規
定

を
追
加
す
る
も
の
。

◎
平
成
29
年
度
福
生
市
下
水

　

道
事
業
会
計
補
正
予
算  

　
（
第
２
号
）

　

雨
水
管
渠
整
備
事
業
（
そ

の
２
）
は
中
央
排
水
区
域
内

の
熊
川
地
区
、
石
川
酒
造
付

近
の
雨
水
冠
水
箇
所
の
解
消

を
目
的
に
、
平
成
28
年
度
か

ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
工
期

を
平
成
30
年
２
月
16
日
と
し

て
い
た
が
、
現
場
の
土
質
が

悪
く
行
程
が
遅
れ
た
た
め
、

９
１
６
３
万
１
千
円
の
繰
越

明
許
費
を
追
加
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
営
プ
ー
ル
の
指
定

　

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

現
在
、
指
定
管
理
者
が
管

理
し
て
い
る
福
生
市
営
プ
ー

ル
に
つ
い
て
、
指
定
期
間
終

了
後
も
引
き
続
き
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
た
め
、
地
方

自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
第

６
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。
新
た

な
指
定
期
間
は
、
平
成
30
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
35
年
３

月
31
日
ま
で
。

◎
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

　

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

都
の
給
与
改
定
に
準
じ
た

勤
勉
手
当
支
給
割
合
の
改
定

と
、
平
成
29
年
12
月
期
の
勤

勉
手
当
支
給
割
合
の
特
例
を

定
め
る
も
の
。

▽
福
生
市
長
等
の
給
与
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例　

　

市
長
等
に
支
給
す
る
期
末

手
当
支
給
割
合
の
改
定
と
、

平
成
29
年
12
月
期
の
期
末
手

当
支
給
割
合
の
特
例
を
定
め

る
も
の
。

◎
福
生
市
一
般
職
の
任
期
付

　

職
員
の
採
用
及
び
給
与
の

　

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

　

都
の
給
与
改
定
に
準
じ
た

期
末
手
当
支
給
割
合
の
改
定

と
、
平
成
29
年
12
月
期
の
期

末
手
当
支
給
割
合
の
特
例
を

定
め
る
も
の
。

▽
福
生
市
議
会
議
員
の
議
員

　

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例

　

議
員
期
末
手
当
支
給
割
合

の
改
定
と
、
平
成
29
年
12
月

期
の
期
末
手
当
支
給
割
合
の

特
例
を
定
め
る
も
の
。

▽
平
成
29
年
度
福
生
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　

期
末
手
当
の
引
き
上
げ
に

伴
い
不
足
す
る
議
員
人
件
費

及
び
都
の
給
与
改
定
に
準
じ

た
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い

不
足
す
る
職
員
人
件
費
に
つ

い
て
、
１
８
２
７
万
４
千
円

を
予
備
費
か
ら
充
当
す
る
も

の
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

　

推
薦
に
関
す
る
意
見
聴
取

　

に
つ
い
て

　

中
西
弘
氏
が
任
期
満
了
と

な
る
が
、
引
き
続
き
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
、
同
氏
を
法

務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に

異
議
な
い
旨
を
答
申
。

▽
東
京
都
受
動
喫
煙
防
止
条

　
例
化
に
関
す
る
意
見
書 （
議

　

員
提
出
議
案
）

　

１
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎
平
成
29
年
度
福
生
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
８
２
８
９
万
７
千
円

を
追
加
し
、
２
６
５
億
１
４

２
１
万
３
千
円
と
す
る
も
の
。

　

歳
入
の
、
国
有
提
供
施
設

等
所
在
市
町
村
助
成
交
付
金

等
８
３
９
万
３
千
円
は
交
付

額
の
確
定
。
国
庫
負
担
金
５

１
４
２
万
４
千
円
は
介
護
給

付
費
負
担
金
、
訓
練
等
給
付

費
負
担
金
、
相
談
支
援
給
付

費
負
担
金
及
び
障
害
児
通
所

支
援
負
担
金
。
国
庫
補
助
金

49
万
円
は
番
号
制
度
整
備
事

業
補
助
金
、
障
害
者
総
合
支

援
事
業
費
補
助
金
及
び
保
育

所
等
整
備
交
付
金
の
増
額
と

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
減
額
。
都
負
担
金
２
５
７

１
万
１
千
円
は
介
護
給
付
費

負
担
金
、
訓
練
等
給
付
費
負

担
金
、
相
談
支
援
給
付
費
負

担
金
及
び
障
害
児
通
所
支
援

負
担
金
。
都
補
助
金
７
１
４

万
円
の
減
額
は
、
防
犯
設
備

整
備
事
業
補
助
金
及
び
待
機

児
童
解
消
区
市
町
村
支
援
事

業
補
助
金
の
増
額
と
、
緊
急

輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
耐
震

化
促
進
事
業
補
助
金
の
減
額
。

雑
入
４
０
１
万
９
千
円
は
過

年
度
収
入
で
、
育
成
医
療
費

助
成
事
業
国
庫
負
担
金
。

　

歳
出
の
、
総
務
管
理
費
４

６
５
万
９
千
円
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
お
け
る
情
報
連

携
及
び
旧
氏
併
記
に
係
る
シ

◎
全
員
賛
成　

▽
賛
成
多
数

可
決
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

可
決
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

重大事故の危険が増す横田基地について 日本共産党
奥富 喜一 議員

▲パラシュート物資投下の様子

　質問　11月15日、パラシュート物
料投下訓練中に貨物が外れて落下す
る事故が起きてしまった。事故発生
時の飛行高度、投下物資の形状、縦、
横、高さ及び重さ等を改めて伺う。
　市長　貨物はベニヤ板の箱で、縦
約91㎝、横約61㎝、高さ約30㎝、重
さ約30㎏、飛行高度の情報提供はな
し。市民の安全・安心確保は最優先
事項であり、国や米軍に迅速・正確

な情報提供を求め、基地に起因する
問題に全力で取り組む。

横田基地友好祭での法令遵守について

　質問　友好祭会場での明白な銃刀
法違反の展示行為にどう対処したの
か。会場では、日本の法律は適用さ
れないのか。教育委員会の平和教育、
法律を守る教育との関係は。また、
今後に向けた対処について伺う。

　市長　国によれば事実関係の詳細
は承知していないとのこと。在日米
軍が使用する施設・区域は日本の法
令が適用されるが、国際法上駐留を
認められた在日米軍には、特別の取
り決めがない限り適用されない。平
和教育や法律を守る教育との関係に
ついては、国が承知していないため
答弁は差し控える。今後も都や５市
１町で連携して取り組む。

富士見通りまちづくり協議会について 正和会
佐藤 弘治 議員

▲富士見通りまちづくり協議会の様子

　質問　平成29年２月の協議会設立
以来、まちづくり勉強会や意見交換、
視察を行っていると聞く。11月30日
には富士見通り地区のまちづくりに
関する要望が市に提出された。協議
会の取り組みについて伺う。
　市長　富士見通りのまちづくりに
ついては５月以降ほぼ毎月議論され
ており、11月にはまちづくりの基本
的な考え方を示すガイドラインを策

定。本市は協議会から要望の提出を
受け、地区計画策定の準備を進めて
いる。協議会の活動は特色ある商業
空間を生かしたまちづくりに資する
もので、今後も積極的に支援したい。

コミュニティ・スクールへの理解について

　質問　コミュニティ・スクールと
して学校運営を良好に行うには、関
わる人々や市民の理解が不可欠であ

る。制度導入以降、周知や理解促進
にどう取り組んでいるのか。
　教育長　指定の前年に町会や民
生・児童委員、幼稚園等の代表で準
備委員会を設置、制度理解と円滑な
運営に向け協議を行う。毎年２月に
は新規指定校の運営方針などの説明
会と、指定１年後の成果の報告会を
開催。今後はＳＮＳ、パンフレット
作成、広報掲載なども検討したい。


